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BST1

BST1; ADP-ribosyl cyclase 2; Bone marrow stromal antigen 1; BST-1; Cyclic ADP-ribose
hydrolase 2; cADPr hydrolase 2; CD antigen CD157
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	応用
	抗原情報
	背景
	骨髄間質細胞抗原1（BST-1）は、間質細胞株由来のグリコシルホスファチジルイノシトールアンカー分子であり、プレB細胞の増殖を促進する。推定アミノ酸配列はCD38と33%の相同性を示す。関節リウマチ患者由来の骨髄間質細胞株では、BST1の発現が亢進している。関節リウマチにおけるポリクローナルB細胞異常は、少なくとも部分的には、間質細胞集団におけるBST1の過剰発現に起因する可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：NAD(+) + H(2)O = ADP-リボース + ニコチンアミド.,疾患：関節リウマチ（RA）患者は、骨髄間質細胞株においてBST-1転写産物の発現亢進を示す。この結果は、BST-1の過剰発現がRAにおけるB細胞異常の一因となっている可能性を示唆している。,機能：細胞内カルシウム貯蔵庫からのカルシウム放出を促すセカンドメッセンジャーである環状ADP-リボースを合成する。プレB細胞の増殖に関与している可能性がある。,類似性：ADP-リボシルシクラーゼファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
	ニコチン酸およびニコチンアミドの代謝;カルシウム;
	画像データ
	

	COS7細胞およびJurkat細胞のライセートをBST1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	BST-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

